
①肩を叩きながら呼びかける

②救急車とAEDを依頼

③呼吸があるか確認

④胸骨圧迫

⑤気道を確保する
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救
急
医
療
週
間
　
９
月
8
日
（日）
〜
14
日
（土）

９
月
９
日
は『
救
急
の
日
』
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今年も残暑が厳しい予報です。皆さん、油断禁物ですよ！

　

長
門
市
管
内
に
お
け
る
平
成
24
年
中
の

救
急
出
動
件
数
は
１
、８
１
５
件
、
搬
送

人
員
は
１
、７
６
０
人
と
、過
去
最
高
だ
っ

た
前
年
に
比
べ
、
出
動
件
数
は
42
件
、
搬

送
人
員
は
18
人
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
管
内
人
口
の
約
22
人
に
１
人
を
救

急
搬
送
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

救
急
出
動
件
数
を
事
故
種
別
ご
と
に
み

る
と
、
急
病
に
よ
る
も
の
が
１
、１
９
０

件
と
全
体
の
約
７
割
を
占
め
、
次
い
で
一

般
負
傷
が
291
件
、
転
院
搬
送
が
149
件
、
交

通
事
故
が
118
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
い
ず

れ
の
出
動
件
数
も
、
前
年
を
下
回
り
ま
し

た
。

　

総
搬
送
人
員
の
う
ち
、
65
歳
以
上
の
高

齢
者
は
１
、２
２
６
人
で
、
全
体
の
約
７

割
を
占
め
、
依
然
高
い
状
態
が
続
い
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
管
内
全
高
齢
者
の
約
11

人
に
１
人
を
救
急
搬
送
し
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。

依
然
高
い
、
高
齢
者
搬
送
率

救
急
車
の
出
動
件
数
、
前
年
よ
り
微
減

適
切
な
救
急
車
の
利
用
を

　

救
急
車
を
交
通
機
関
代
わ
り
に
使
っ
た

り
、
緊
急
性
の
な
い
軽
い
症
状
や
ケ
ガ
で

呼
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？
限
ら
れ
た
台
数
の

救
急
車
で
す
。
適
切
な
利
用
を
お
願
い
し

ま
す
。

頭痛・吐き気・体がだるい・体に
力が入らない・集中力や判断力の
低下

めまい・立ちくらみ・こむら返り・
大量の汗

意識障害（呼びかけに対して反
応がおかしい・会話がおかしいな
ど）・けいれん・運動障害（普段
どおりに歩けないなど）

涼しい場所へ移動・体を冷やす・
安静・十分な水分と塩分の補給

涼しい場所へ移動・安静・水分補給

涼しい場所へ移動・安静・体が熱
ければ保冷剤などで冷やす

重症度

もしかして、熱中症？

こんな時は、ためらわずに救急車を呼びましょう
●自分で水が飲めなかったり、脱力感や倦怠感が強く、動けない場合
●意識がない（おかしい）、全身のけいれんがあるなどの症状の場合

熱中症予防のポイント
●部屋の温度をこまめにチェック！
●室温が 28度を越えないように、エアコンや扇風機を上手に使いましょう！
●のどが渇いたと感じたら必ず水分補給！
●のどが渇かなくてもこまめに水分補給！
●外出の際は体をしめつけない涼しい服装で、日焼け対策も！
●無理をせず、適度に休憩を！
●日ごろから栄養バランスの良い食事と体力づくりを！

症　状 対処法

7

大
切
な
家
族
が
突
然
倒
れ
た
ら

　
　

あ
な
た
は
ど
う
し
ま
す
か
？

救命処置の流れ（心肺蘇生の手順）

◎
も
し
呼
び
か
け
て
も
反
応
が
な
く
、
呼
吸
を
し
て
い
な
か
っ

　
た
ら
、
次
の
手
順
で
応
急
手
当
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

倒れている人を発見！
意識（反応）の確認

助けを呼ぶ（119 番通報
と AEDを依頼）
誰もいないときは自分で
通報

普段通りの呼吸があるか
確認

胸骨圧迫
・強く（少なくとも 5cm
　  沈むまで圧迫）
・早く（少なくとも 1分間
　 に 100 回のリズム）
・絶え間なく（30 回連続）

人工呼吸 2 回（人工呼吸
できない場合は胸を押し続
ける）

意識（反応）がなかったら

呼吸なし（もしくはわからない）

⑥人工呼吸を行う

～ポイント～
肘を伸ばし、胸の真
ん中に体重をかける
15 歳以上の人には少
なくとも 5cm圧迫
15 歳未満の人には胸
の厚さの 3 分の 1 ま
で圧迫

～ポイント～
片手を額にあて、も
う一方の手であご先
を上げ、頭を後ろに
反らせて空気の通り
道（気道）を作る

～ポイント～
鼻をつまみ、約 1 秒
かけてゆっくりと 2
回吹き込む

胸骨圧迫 30 回、人工
呼吸 2回を繰り返す

長門市消防本部では、心肺蘇生法やAED
の使い方、けがの手当などの応急手当を習
得できるよう、各種救命講習の指導を行っ
ています。
職場や地域、グループ単位で受講できま
すので、長門市消防本部警防課救急係（℡
22-5295）まで申し込んでください。

救急車とAEDを
お願いします！

～ポイント～
胸と腹部の動きを見
て普段通りの呼吸を
しているか 10秒以内
に確認

もしもし、
分かりますか？


